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新聞 4コマ漫画が描く野田佳彦首相（中編ー 1)/水野 剛也

薄い＋現実）に該当するのは2011年9月2日号 (No.12624、図 1)の作品である。首相就任の当日、

はじめて「アサッテ君」に野田が登場した作品である。まず、テレビ画面のなかに描かれている「わ

たしはどじょうです」 (1コマ）という台詞は、民主党代表選 (8月29日）の政見表明で実際にあっ

た発言にもとづいている。そこで野田は、「どじょうはどじょうの持ち味がある。金魚のまねをして

もできない。どじょうだが、泥臭く、国民のために汗をかいて政治を前進させる」とのべ、その直後

の決選投票で当選をはたしていた。「どじょうがさ 金

魚のまね することねん だよなあ」という詩人・相田

みつをの作品を引用したものである。しかし、作品はそ
ささい

れ以降、政治的な批評・風刺とは無関係の些細な家庭内

のやり取りに終始している。現実としてあった野田の言

動や政治・社会問題に関連づけて首相を登場させるが、

最終的には非政治的なオチやシャレに帰結させるこの描

き方は、先行研究が指摘するように「アサッテ君」が

「もっとも得意とするパターン」である。

図1は、「アサッテ君」が「世論反映型」の「時事的

4コマ漫画」であることを如実に示す作品でもある。 一

国の最高権力者に登りつめようとしている政治家が自身

を地味な魚の代表格である「どじょう」にたとえた発言

は、国内はもちろん海外のマス・メデイアでも報道さ

れ、「どじょう」に関連する商品が売れるなど、新首相

の人柄を示すエピソードとして社会的関心を集めたから

である。本論文が定義する「首相を描いている作品」

にはあてはまらないものの、「アサッテ君」はその後、

さらに 3本の作品で「どじょう」を題材としている。な

お、本論文で順次記していくように、「どじょう」を作

品に取り入れた作品は、同じ『毎日新聞』の「ウチの場

合は」（夕刊）と 「朝日新聞』夕刊の「地球防衛家のヒ

トビト」でも見られることから、多分に新聞 4コマ漫画

むきの発言であったと考えられる。16

さらに、図 lはテレビ画面に映る首相を描いている、

という点でも注Hに値する。テレビや新聞などマス・メ

デイアの報道を媒介して登場人物が首相について見知

る・語るという構図は、先行研究が指摘しているよう

に、「アサッテ君」以外でも広く見られる新聞 4コマ漫
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図1 2011年9月2日号 (No.12624)
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画特有の描写法だからである。実際、図 lを含め野田を描いた 5本すべてに同じ特徴（テレビ=2

本、新聞=3本）が見られる。この点については、以後、それぞれの作品を分析する際にあらためて

論及する。

パターン 1 (批評・風刺性薄い＋現実）にパターン 2 (批評・風刺性薄い＋フィクション）の要素

が加わっているのが2011年11月3日号 (No.12684、図2)の作品である。まず、新聞記事として描か

れている「首相、記者の 「ぶらさがり』取材拒否」 (1
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図2 2011年11月3日号 (No.12684)

コマ）は、現実としてあった首相の取材対応をさしてい

る。この作品に先立つ10月3日、野田は視察に同行し

た記者団に対し、移動中などに立ったまま質疑を受け

る「ぶら下がりという形でなく、会見方式のようなもの

をある程度の頻度でやっていきたい」と表明していた。

ただし、作品は首相のその言動を批評・風刺するという

よりは、主人公の春男に「自分でぶらさがるのは好きか

も」 (3コマ）と健康器具で体を伸ばす架空の首相を想

像させることで、政治性の薄い展開にむかっている。野

田の体型を皮肉っていると考えられるが、そこに政治的

な含意は読みとれない。現実とフィクションが混在して

いるものの、最終的には非政治的なオチやシャレで終わ

る、「アサッテ君」らしい作品である。17

図2には、前述したマス・メディアの報道を通して登

場人物が首相について見知る・語る、という構図も使用

されている。図 lではテレビ番組が首相を伝えていた

が、図 2では新聞記事がその役割をになっている。媒体

こそ違え、マス・メディアを通してその受け手である一

般庶民が首相の言動に接していることに変わりはない。

現実にあった首相の言動を題材とし、若干の政治批

評・風刺を含んでいるが、最終的には非政治的なオチや

シャレで終わる、つまりパターン 1にパターン 3 (批

評・風刺性濃い＋現実）の要素が加えられていると考え

られるのが2012年9月1日号 (No.12965、図 3)の作品

である。まず、前半にはパターン 3の要素が見られる。

首相に対する問責決議案が参議院で可決 (8月29日）さ

れたという新聞報道 (1コマ）を受けて、秋子の話し

相手の女性に「なんだかケロッとしてるのよね」 (2コ

88 
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マ）といわせることで、批判勢力を意に介さない首相を椰楡していると読める内容である。 しかし、

後半は一転して政治問題から離れてパターン 1に切り替わり、靴をかじって怒られる飼い犬 (4コ

マ）をさして秋子が「ウチのもケロッとしてるの」 (3コマ）と応じている。前半に若干の批評・風

刺性は認められるが、最終的なオチで政治性はかなり薄まっており、全体としては図 1・2と同じく

パターン 1を基調としていると見るべきである。なお、この作品でも登場人物たちは、マス・メデイ
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ア （新聞）が伝える首相について語っている。

これまで紹介した 3本とは異なり、パターン 3 （批評・風刺性濃い＋現実）にやや近いと思える作

品も 1本ある。2012年11月1日号 (No.13023、図4)の作品がそれで、新聞に掲載されている「首相

所信表明演説（全文）」 (1コマ）について、「こういうものをちゃんと読む人いるのかしら？」 (2コ

マ） と尋ねる秋子に対して、春男が「それ取っといて」「夜眠れないとき用にね」 (3~4コマ） と答

震号□~j戸
東海林さ在‘お、 ロニ言

える、という内容である。演説の具体的な内容に触れて

いるわけではなく、首相に対する批評・風刺性が「濃

い」とまではいいにくい。しかし、臨時国会の召集に際

して野田が衆議院で所信表明演説をした (10月29日）の

は事実であり、かつそれが長く退屈であることを椰楡し

ていると解釈できることから、 4類型のなかではパター

ン3にもっとも近いといえる。また、 この作品でも「首

., 
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相」という 言葉が新聞紙面の一部として描かれている点

には留意すべきである。

野田を描いた 5本のうち、最後に取りあげる2012年6

月22日号 (No.12909、図 5)の作品は先行研究が示した

4類型のいずれにもあてはめにくいが、全体的に見れば

前述した 4作品と同じく批評・風刺性はさほど濃くない

と判断できる。冒頭で昼吉がテレビ画面に映る首相を指

さして「そうじゃないだろッ」「さっきいったことと話

カゞ ちカミうじゃないかッ」 (1コマ） と怒りをぶつけてい

るが、首相のどのような言動に対して抗議しているのか

明確でないという点で、強い政治批評・風刺がなされて

いるとはいいにくい。その数日後の 6月26日に民主 ・自

民・公明党の賛成多数で消費税増税関連8法案が衆議院

を通過しており、 この動きが増税に触れていない2009年

総選挙の民主党のマニフェストと「話がちがう」という

意味かもしれないが、いずれにせよ推測の域をでない。

しかも、作品の主眼はその後、夕子と友人の世間話に

忍：

移り、最終的には「一爺が万爺ね」 (4コマ）

ジャレで終わっている。

というダ

1コマ目の昼吉の台詞が類型化

図5 2012年6月228号 (No.12909)

を難しくしているものの、全体的には「アサッテ君」が

もっとも得意とする政治性の薄い作品に近いといえる。

補足的に、他の政治家と対比・並列して首相を描く作
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る方法で首相を描いているのは、実に安倍の 1本だけなのである。21

先行研究がくり返し指摘しているように、「ウチの場合は」は家庭的な作風に徹し、政治家や政治

問題をほとんど扱わない「純家庭的4コマ漫画」であり、連載を開始した小泉政権時からこの特徴が

いささかも変わっていないことがわかる。本誌次号以降に掲載予定の中編ー2で順次指摘するが、 「読

売新聞』（朝刊）の「コボちゃん」 (468本中 1本）、『読売新聞』（夕刊）の「オフィス ケン太」 (71

本中 0本）、『朝日新聞』（朝刊）の「ののちゃん」 (468本

~ 危詣場合臨r ゞ 森下裕美
(2663) 
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図6 2011年9月I8号 (No.2663)

中0本）にも類似した特徴が見られる。

「ウチの場合は」が「純家庭的」な漫画であることは、

作者の森下自身もはっきりと認めている。 2009年4月10日

号で連載2,000回を迎えた際に、森下は連載のねらいをこ

う説明している。「タイトルにも表れているように、よそ

のウチに行くとわが家とはまった＜文化が違うことがあり

ますね。読んだ人が『ウチの場合はこうだよ』と話した

り、共感してもらえればうれしいです」。それから約 3年

半後、 2012年11月88号で連載3,000回を迎えた際にも作

者は同様の発言をしており、さらに「なにげない日常が

『ウチの場合は』のテーマ」だと語っている。誰もが「共

感」できるような、ごく普通の家庭内のちょっとした出来

事を描いていることがわかる。政治家や政治問題とは本質

的になじまない漫画だといえる。22

しかし、その「純家庭的」な特徴ゆえに、わずかに在任

期間「外」ではあるものの、野田の存在を強く示唆する作

品が 1本あったことは注目に値する。この作品は、家庭漫

画の首相描写について先行研究が示した仮説の蓋然性を考

える上でも有用であるため、以下で内容紹介と若干の分析

を試みる。その仮説とは、「ウチの場合は」のような家庭

漫画で「首相が描かれるのは、政治とはまったく無縁の家

庭でも話題にのぼるほど首相の言動が社会で注Hされ、大

きなニュースとして（とくにテレビなどマス・メデイア

で）報道されている場合にほぽ限定される」というもので

ある。つまり、政治家や政治問題をほとんど扱わない家庭

漫画で首相が描かれるのは、マス・メデイアでくり返し話

題にされるなど、首相の言動がそれだけ社会全体で注視さ

れている場合に限られる、というのである。
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新聞 4コマ漫画が描く野田佳彦首相（中編ー 1)/水野 剛也

2011年9月 1B号 (No.2663、図 6) の作品がそれで、「ボクのコトはどじょうって呼んでく

れ！！」 (2コマ） と自己紹介する転校生の台詞、そして彼の背後の黒板に書かれた名前の一部「田

よしひこ」 (2コマ）から、前任者の菅から首相の座を引き継ぐことが決定していた野田をさしてい

ることは間違いない。既述のとおり、野田は民主党代表選の政見表明 (8月29日）で、「どじょうだ

が、泥臭く、国民のために汗をかいて政治を前進させる」と発言し、その直後の決選投票で当選をは

たしていた。掲載日が首相に就任する前日である点を除け

ば、本論文が定義する「首相を描いている作品」に限りな

く近い。特定の政治家を扱うことがほとんどない「ウチの

場合は」では、きわめて希有な作品である。

政治家とはほぼ無縁なはずの「ウチの場合は」で近く首

相となることが決定している人物が強く示唆されているこ

とは、先行研究が示した仮説を用いれば無理なく説明で

きる。政界の最高峰に登りつめようとする政治家が自身

を「どじょう」にたとえたことは、既述のとおり新首相の

人柄を示すエピソードとして国内外のマス・メデイアでく

り返し報道されており、「政治とはまったく無縁の家庭で

も話題にのぽる」 言動だといえるからである。なお、「ア

サッテ君」にも「どじょう」と発言する野田を描いた作品

（図 1)があったし、本論文の後編で扱う予定の「地球防

衛家のヒトビト」にも同じく在任期間「外」ではあるが類

似した作品が 1本 (2011年9月1日号）ある。家庭漫画に

とって、そしてもちろん時事漫画にとっても、一国の最高

権力者がみずからを「どじょう」と形容する意外性は、題

材になりやすかったと考えられる。

もっとも、野田の在任期間中、「ウチの場合は」は現職

の首相を 1度も描いておらず、また図 6はあくまで「首相

になる予定」の人物を強く示唆しているにすぎないのであ

り、首相描写に関する仮説を考える上では「間接証拠」で

しかない。「描かれない理由」を突きとめることは本質的

に困難であるため、今後、「ウチの場合は」がいかなる作

品で首相など政治家や政治問題を描くのかを注視しつづ

け、少しでも参考になる事例を積みあげていく必要がある。

最後に、あくまで参考事例ではあるが、本論文にとって

論及に値すると思われる作品が野田の在任期間中に別に 2 図7
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本掲載されているので、以下でそれらの内容を簡潔に紹介する。

まず lつは2011年11月228号 (No.2729、図 7)の作品で、「野田」という言葉が出現するものの、

バンの職場での些事を描いており、「ウチの場合は」としては典型的な内容である。まず、いつまで

たっても社員の名前を覚えない部長が、部下の小泉を「野田！！」 (4コマ） とよび間違えている

が、「文字により直接的に野田首相に言及している」わけではないため、本論文が定義する「首相を

描いた作品」にはあたらない。作品の内容全体を見ても、

，麟詣場合寂
森下裕美

(2955) 

あ？

ダ
メ
ッ
＂
~

部長のとぼけた上司ぶりは「ウチの場合は」では頻出する

題材であり、政治的な要素はほぽ皆無の、通常の「純家庭

的」な作風である。なお、部下が「小泉」姓である点につ

いても、連載開始以来の作品群を通読する限り、小泉純一

郎を意識していると推察できる材料は見いだせない。

もう 1本、 2012年 9月12日号 (No.2955、図 8) の作品

は、拡大解釈すれば野田の存在を念頭に置いていると考え

られなくもないが、もちろん本論文が定義する「首相を描

いている作品」には該当せず、

治生命かけるって言うけど

コマ）

B) 

また内容も「ウチの場合

は」らしい「純家庭的」なものである。もっとも着目すべ

きは、大人顔負けの知性を誇る信一の「政治家がよく政

なんの重みもないよね」 (4

という台詞で、野田はその約半年前の講演 (3月24

で「政治生命をかけて、命をかけて、この国会中に

小
さ
な
虫
で
も

こ
の
世
界
の
生
き
モ
ノ
は

皆
同
等
の
重
さ
の

命
を
持
っ
て
る
ん
だ
よ

［消費税増税法案を］成立させる意気込みでがんばる」と

発言していた。両者の結びつきを全否定することはできな

い。 しかし、信ーもそうのべているように、「政治生命を

かける」という種の表現は野田に限らずH本の「政治家が

よく言う」ことであり、少なくとも「首相を描いている」

とはいえない。また、大局的に読めば、大げさで非誠実な

政治家の決まり文旬を皮肉るというよりは、小学生離れし

で
も
政
治
家
が
よ
く

政
治
生
命
か
け
る
っ
て

言
う
け
ど
な
ん
の
重
み
も

な
い
よ
ね

た言動をする信ーが周囲を困惑させる、 という「ウチの場

合は」に頻出する展開にそったもので、いつもの「純家庭

的」な作品と判断すべきである。

図8 2012年9月128号 (No.2955)
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新聞 4 く野田佳彦首相 1) /水野

福田

内藤麻甲子「『ウチの場合は~2000回」『鉦日新聞』 2009年 4 月 10 日夕刊、内藤麻甲子「ウ

きょうも［ウチと一緒］」『毎日新聞』 2012年11月8日夕刊、内腺麻甲子「ウチの場合は やり

3000皿 森ド裕美さんと振り返る」［師日新聞』 2012年11月
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